
10
月
24
日
、
平
和
・
民
主
・
革

新
の
日
本
を
め
ざ
す
春
日
部
の
会

（
春
日
部
革
新
懇
）
は
、
２
０
２

０
ー
２
０
２
１
総
会
＆
記
念
講
演

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
本
田
宏
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会

副
理
事
長
）
が
、
「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
日
本
を
こ
う
変
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
に
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、

日
本
の
医
療
体
制
の
脆
弱
さ
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

人
口
当
た
り
医
師
数
も
先
進
諸

国
中
で
非
常
に
少
な
い
状
況
に
加

え
、
こ
の
間
、
保
健
所
も
感
染
症

病
床
も
削
減
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
も

最
低
レ
ベ
ル
で
す
。

全
国
４
０
０
余
の
感
染
症
指
定

医
療
機
関
に
学
会
認
定
の
感
染
症

専
門
医
は
わ
ず
か
１
４
４
施
設
に

留
ま
り
、
２
５
６
施
設
が
専
門
医

不
在
の
状
況
で
す
。

さ
ら
に
集
中
治
療
専
門
医
も
ド

イ
ツ
が
人
口
８
０
０
０
万
人
に
対

し
て
約
８
０
０
０
人
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
わ
ず
か
１
８
５
０
人
。

せ
め
て
現
在
の
集
中
治
療
関
連
の

１
万
７
千
床
を
カ
バ
ー
す
る
に
は

最
低
で
も
４
５
０
０
人
以
上
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
国
の
施
策
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
低
い
医
療

単
価
に
加
え
世
界
で
も
高
い
薬
剤

費
が
病
院
を
苦
し
め
、
患
者
の
自

己
負
担
額
は
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

病
院
と
患
者
は
青
息
吐
息
の
状
況

で
す
。

こ
れ
ら
は
今
に
始
ま
っ
た
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
維
新
の
時

代
か
ら
、
権
力
者
と
大
資
本
や
財

界
と
の
癒
着
は
続
い
て
お
り
、
国

民
の
命
や
暮
ら
し
が
犠
牲
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
い
う
社
会
を
変
え
る
に
は

多
く
の
人
に
気
づ
い
て
も
ら
い
政

治
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
若
い
人
に
ど
う
伝
え
る
か
が

重
要
で
、
そ
の
た
め
に
「
ひ
と
ひ

ね
り
」
を
加
え
た
取
り
組
み
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者
か

ら
も
質
問
が
出
さ
れ
活
発
な
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
活
動
報
告
・
活
動

方
針
・
財
政
・
役
員
が
議
決
さ
れ
、

代
表
世
話
人
に
浅
子
か
お
い
氏
・

柳
功
氏
が
、
事
務
局
長
に
星
貢
市

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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先
進
国
最
低
の
医
療
費

最
高
の
自
己
負
担

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
日
本
を
こ
う
変
え
よ
う

春
日
部
革
新
懇
が
総
会
＆
記
念
講
演

若
い
世
代
に
も
伝
わ
る

「
ひ
と
ひ
ね
り
」
を

講演する本田宏氏

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

無
料
化
を
１
月
ま
で
延
長
を

党
市
議
団
が
市
長
に
要
望

10
月
26
日
（
月
）
に
「
65
歳
以
上

は
12
月
ま
で
無
料
で
す
。
１
月
も
自

己
負
担
１
５
０
０
円
分
を
無
料
に
す

る
よ
う
」
要
望
し
ま
し
た
。



２
０
１
９
（
平
31
）
年
３
月

８
日
、
埼
玉
県
は
春
日
部
駅
付

近
を
鉄
道
高
架
化
す
る
こ
と
で
、

都
市
交
通
の
円
滑
化
及
び
地
域

の
活
性
化
・
中
心
市
街
地
の
一

体
化
を
図
る
た
め
、
都
市
高
速

鉄
道
と
し
て
都
市
計
画
決
定
を

行
い
ま
し
た
。

11
月
28
日
に
事
業
認
可
、
12

月
17
日
に
国
土
交
通
省
か
ら
認

可
の
告
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
期
間
は
２
０
３
２
（
令
和
14
）

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
高
架

化
さ
れ
る
区
間
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。

今
年
１
月
14
日
に
は
、
埼
玉

県
と
㈱
東
武
鉄
道
に
よ
る
施
行

協
定
が
締
結
さ
れ
、
４
月
１
日

に
市
役
所
第
２
別
館
に
埼
玉
県

鉄
道
高
架
建
設
事
務
所
が
開
設

さ
れ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
な
お
、
全
体
事
業
費
は
約

６
５
０
億
円
で
、
国
・
県
・
市
・

㈱
東
武
鉄
道
で
負
担
し
ま
す
。

３
月
に
予
定
し
て
い
た
「
地

権
者
・
建
物
所
有
者
説
明
会
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
防
止
の
た
め
中
止
さ
れ
、

現
在
、
個
別
に
移
転
の
必
要
の

あ
る
建
物
等
調
査
に
つ
い
て
専

門
業
者
に
よ
る
訪
問
・
説
明
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
用
地
交
渉
、
契
約
、

登
記
・
支
払
い
、
移
転
・
引
き

渡
し
の
流
れ
で
、
約
４
年
間
で

用
地
取
得
完
了
の
予
定
で
す
。

高
架
化
に
必
要
な
鉄
道
に
面

し
た
用
地
の
取
得
は
、
下
図
の

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
順
番
で
わ
れ
る
予

定
で
す
。

駅
周
辺
は
、
ほ
と
ん
ど
が
㈱

東
武
鉄
道
の
所
有
地
で
、
工
事

は
東
口
側
か
ら
開
始
さ
れ
、
今

年
度
中
に
は
東
口
交
番
が
駅
正

面
に
移
転
し
ま
す
。
そ
の
後
、

公
衆
ト
イ
レ
や
改
札
口
、
建
物

な
ど
の
移
転
が
行
わ
れ
、
鉄
道

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
竹
ノ
塚
駅

の
よ
う
に
「
地
下
東
西
自
由
通

路
」
を
優
先
し
て
建
設
す
る
よ

う
提
案
し
て
い
ま
す
。
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春
日
部
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
（
鉄
道
高
架
）

施
行
期
間
は
２
０
３
２
（
令
和
14
）
年
３
月
ま
で

休
日
当
番
医

今
後
４
年
間
で

用
地
取
得
の
予
定

一
日
も
早
く
、
東
西

自
由
通
路
設
置
を

春日部駅付近連続立体交差事業は、春日部駅を中心とし、伊勢崎

線約1.4ｋｍ（内谷陸橋付近から古隅田川付近まで）と、野田線約

1.5ｋｍ（八木崎駅付近から内谷陸橋付近まで）の鉄道を高架化し、

10箇所の踏切を除却するものです。
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